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１ 

《 国産大豆 》 

２２年産５月の落札状況 

平成２２年産国産大豆の５月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによる

と、上場数７，５０５．７トンで、落札が２，４１８．７トン、落札率が３２．２％という結果とな

りました。２１年産と比較すると落札率､平均落札価格ともに上昇しました。 

（前年５月の落札率は１７．９％、前年２月の平均落札価格より６０ｋｇ／５１８円高値） 

また、４月と比較すると、落札率は、６．６ポイント下降し、平均価格は、６０ｋｇ／４２円安く

なりました。全体的に価格は、やや下げの状況でありますが、２１年産と比較すると、青森大粒おお

すず、山形中粒エンレイは、６０ｋｇ／約４００円、新潟大粒エンレイは、６０ｋｇ／約７００円高

くなっております。 

なお、先月同様に、宮城県産大豆は、震災後の倉庫被害状況把握の為、入札には上場されませんで

したが、６／８の入札から、タチナガハとあやこがねについては、上場される見通しです。 

 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１２月    １，２８１．８ｔ      １４８．５ｔ   １１．６％ 

１月    ２，７６２．９ｔ      ７６１．４ｔ   ２７．６％ 

２月    ９，４４４．４ｔ    ２，２３７．７ｔ   ２３．７％ 

３月    ５，６１５．５ｔ    １，７１４．７ｔ   ３０．５％ 

４月   １４，４２９．３ｔ    ５，５９４．９ｔ   ３８．８％ 

      ５月    ７，５０５．７ｔ    ２，４１８．７ｔ   ３２．２％             

累計   ４１，０３９．６ｔ   １２，８７５．９ｔ   ３１．４％ 

                             

東日本大震災に伴う２２年産大豆の出庫一部再開 

 東日本大震災で被災した大豆倉庫つきまして、４／中旬から庫内外の 

整理が進み、津波による流失、浸水、はい崩れによる破袋の状況が徐々 

に明らかになって来ております。弊社の契約栽培大豆の一部も、津波の 

被害を受け、流失、破袋している状況です。 

６／３現在、２２年産大豆の出庫につきましては、宮城県の一部と栃 

木県の一部の倉庫では、引続き出庫が出来ない状況ですが、その他の倉 

庫につきましては、出庫依頼から出庫するまで、約一週間ほど時間がか 

かるものの、出庫が出来る状況となりました。 

 また、２１年産大豆につきましても、宮城県内の営業倉庫の在庫の確 

認が進み、少しずつではありますが、出庫が出来る様になりました。 

納品待ちのお客様には、大変、ご迷惑をおかけいたしますが、在庫が確認出来次第、納品させて頂

きますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 
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２ 

《 北米産大豆 》 

世界大豆生産予想は微増（１１／１２年度） 

 アメリカ農務省が５／１１に発表した世界の大豆生産高予想では、前年比０．１％増の２億６，

３２９万ｔとなりました。アルゼンチンが３５０万ｔ増加する一方、中国が４０万ｔ減少する見込

みとなりました。 

 

米国大豆生産量は減少（１１／１２年度） 

 アメリカ農務省が５／１１に発表した米国大豆需要予測によると、１１／１２年度の生産量は、

３月の意向調査どおり作付面積の減少を見込んでいることから、前年度よりも１．３％減少して、  

３２億８，５００万ブッシェルと予想されています。 

 また、総需要量はほぼ前年並みを見込んでおり、これにより期末在庫は１億６０００万ブッシェ

ル、在庫率は４．８％と低水準が続く見通しです。ちなみに１０／１１年度の期末在庫率は５．１％

と見込まれています。 

＊ １ブッシェルとは、約２７．２２ｋｇです。 

 

米国大豆作付率、発芽率ともに大きな遅れ 

 アメリカ農務省が５／３１に発表した、５／２９現在の米国大豆作付率は、主要１８州平均で、

５１％（前年７１％ 平年７１％）と大きく遅れております。州別では、オハイオの平年比６８ポ

イントの遅れなどを筆頭にインディアナ、ミソネタといった主要大豆生産地帯の大幅な遅延が目立

っております。 

 また、発芽率についても、同じく主要１８州平均で、２７％（前年４３％ 平年３９％）と、作

付進捗率と同様に多くの州で遅延しております。 

 

 

 

《 中国産大豆 》 

中国大豆生産量は減少見込み（１１／１２年度） 

 商社情報によると、在中国の米国農務官が中国の１１／１２年度の大豆生産量を １，４４０万ｔ、

輸入量を５，８００万ｔ との見通しを伝えております。１０／１１年度は生産量１，５２０万ｔ、

輸入量５，４５０万ｔの数値を見込んでおります。 

 栽培面積に関しては、主産地である東北部の黒龍江省で大豆からトウモロコシへの転作により前年

から５％前後の面積が減少するものと思われます。 

 


